
協議事項２ 令和５年度医学部臨時定員による地域枠の増枠について 

医師・看護人材確保対策課  

【今回の趣旨】 

将来県内の医師不足地域等で従事する医師の確保を図るため、本県から東京医科歯科 

大学に対し、令和５年度医学部臨時定員（地域枠）増枠の要請等を行うにあたり地域医 

療対策協議会で協議をいただきたい。 

１、令和５年度医学部臨時定員の取扱いについて 

   令和３年 10 月 13 日の文部科学省及び厚生労働省の通知により、令和５年度の医学部

臨時定員について、令和４年度の枠組みを維持する（※歯学部振替枠を除く）と示され、

さらに増員を希望する場合は、地域の医師確保・診療科偏在対策等に有用な範囲に限り、

医学部総定員数が 9,420 人を超えない範囲で認めると示された。 

２、経緯 

   東京医科歯科大学から、既存の長野県地域枠（２名）を５名に増員（＋３名）するとい

う提案があった。 

  【理由】 

   ・現行の２名だと、学生の中で圧倒的少数となり疎外感を感じる生徒もいる。 

   ・大学としても地域枠を一定数増やして、少子化の中、学生を確保していきたいとい

う思いがある。 

  ⇒本県の地域偏在を解消する上で必要な地域枠の数は 51 と国で推計されている。 

また、令和元年度に策定した「医師確保計画」においても、医師偏在指標が全国 37 位

の医師少数県であることから、地域枠を増枠し、将来県内の医師不足地域等で従事す

る医師の確保を図りたい。 

  ○東京医科歯科大学地域枠の概要 

   ・平成 23 年から臨時定員で２名設定（全国募集、一般入試とは別枠で入試を実施） 

・令和４年度までに 24 名が入学 

   ・長野県医学生修学資金の貸与を必須とし、卒業後、県内医療機関に９年従事 

３、令和５年度の臨時定員増による地域枠設置（案） 

 大 学 名 Ｒ４ Ｒ５ 増減 

信 州 大 学 １５名 １５名 なし 

東京医科歯科大学  ２名 ５名 ＋３名 

 ⇒本案を認められた場合、県から東京医科歯科大学へ地域枠増枠の要請を実施 

４、スケジュール ※昨年度の日程を参考 

  ７月中  国ヒアリング実施 

  ８月上旬 国から臨時定員増の内示 

  ８月上旬 県から東京医科歯科大学へ地域枠増枠を要請 

８月下旬 東京医科歯科大学から国へ増員計画提出 

10 月下旬 増員の認可 
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